
第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

##########

会計名

款 目項

民間保育所運営支援事業 次世代育成部

子ども課

3 2 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　認可民間保育所に運営を委託し補助を行
う。
１　人件費
２　管理費
３　整備費
４　嘱託医報酬
５　保育所体験特別事業
６　一時保育促進事業
７　保育所分園推進事業費
８　保育所用地等補助

  家庭内保育に欠ける児童の保育を民間の認
可保育所に委託し、保育に係る費用を委託
料、補助金として交付し、職員の処遇向上や
施設の運営改善等保育環境の向上を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　安心こども基金、次世代育成支援対策交付金、保育対策等促進事業費補助金等の国県補助内容の動向に注意が必
要である。また、民間保育所への株式会社の参入も見込まれており、補助対象、内容等については今後精査する必要が
ある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

327,356241,832

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

238,678 219,279

124,063

######## ########

122,704 187,095

民間保育施設

全部委託

保育に係る運営を委託し、市
の補助金交付要綱に基づ
き、運営に際し必要となる事
業への補助を行った。

保育に係る運営を委託し、市
の補助金交付要綱に基づ
き、運営に際し必要となる事
業への補助を行った。

保育に係る運営を委託し、市
の補助金交付要綱に基づ
き、運営に際し必要となる事
業への補助を行った。

保育に係る運営を委託し、市
の補助金交付要綱に基づ
き、運営に際し必要となる事
業への補助を行う。

　民間保育所に委託や補助をすることで安定した運営を続けることができ、増大する保育ニーズに対応するため分園の設
置や不足する乳児の定員を増やすことができた。

河部　友紀

####### 95,216###### 119,128########140,261

1,812 1,903

329,259243,644

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 168,450,820 円

19 負担金、補助及び
交付金

73,380,985 円

241,831,805 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#######

会計名

款 目項

認可外保育所運営支援事業 次世代育成部

子ども課

3 2 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 H9 ～

　一定の基準に適合する認可外保育施設と委
託契約し、家庭内保育に欠ける児童の保育を
委託する。

　家庭内保育に欠ける３歳未満児の保育を認
可外保育施設に委託し、保育環境の向上を図
る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　年度当初だけでなく、年度途中の入園相談時にも認可保育園に入園できず、認可外保育施設を紹介する事も多く、ニー
ズも多いため効果は大きい。ただし、委託料は利用者ではなく、認可外保育施設に対して月額1名あたり12,400円支払わ
れるものなので、利用者への還元方法が課題である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

12,73110,153

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

14,394 12,674

12,523

### ####

10,073 12,586

市民

全部委託

延べ委託児童数1154人 延べ委託児童数1013人 延べ委託児童数809人 述べ委託児童数1009人

　平成22年度当初は市内、市外あわせて16の認可外保育施設と委託契約を結んだ。

河部　友紀

#### 151###### 80 #### 145

1,450 1,523

14,25411,603

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 10,031,600 円

19 負担金、補助及び
交付金

121,000 円

10,152,600 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

保育士研修事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　毎年研修計画に基づき、講師を招いた保育
士研修会として経験年数別の研修や実技研修
（体育、音楽、造形）、研究発表に向けての
研修指導等を実施する。また、各種の保育講
習会や研究大会へ保育士を派遣する。

　社会の動向とともに保育所のニーズや役割
がますます高まる中、国においては「子ど
も・子育て新システム」の構築が検討され、
幼児期の保育と教育の一体化が求められてお
り、保育士には、より一層の専門的な役割と
責務が課せられている。そのため、保育内容
の充実と質の向上を目的に研修計画に基づ
き、実践に活かしていける研修や保護者支
援、子育て支援につながる研修を取り入れて
実施する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　研修の内容によっては、研修の成果がすぐに現場の保育に反映されにくい研修もある。また、国の動向や子どもの発達
に合わせて研修計画を見直し、研修の形態、内容や講師の選択等を考えていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,6051,641

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

1,324 1,629

1,629 1,641 1,605

保育園保育士

一部委託 刈谷市次世代育成支援行動計画

次世代育成対策推進法

・保育士職員研修　
16回　284人
・保育士・教諭合同研修
5回　84人
・愛知県現任保育士研修
3回　6人

・保育士職員研修　
14回　289人
・保育士・教諭合同研修
6回　159人
・愛知県現任保育士研修
3回　4人

・保育士職員研修　
12回　335人
・保育士・教諭合同研修
6回　180人
・愛知県現任保育士研修
3回　6人

・保育士職員研修　
13回　350人
・保育士・教諭合同研修
6回　200人
・愛知県現任保育士研修
3回　7人

　経験年数別研修、実技研修等を実施し、研修結果報告書を作成し、３か月に一度達成度を自己評価するとともに、ス
テップアップしたことを保育に活かしている。また第三者評価を受審し、保育園の利用者アンケートとして保護者からの直
接的な意見をいただき、保育内容や保育士の資質向上に活かしている。

保育士研修を受講した保育士の割合 62.0% 63.0% 76.0% 87%

森　里美

73.0%

## 0###### 0 0

1,450 1,523

3,1283,091

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 791,000 円

9 旅費 481,950 円

13 委託料 282,000 円

19 負担金、補助及び
交付金

86,000 円

1,640,950 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

##########

会計名

款 目項

給食運営事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　慈友・さくら保育園の臨時調理員の賃金、
給食担当者研修会消耗品、保育園の賄材料費
等を支払い、給食運営を行う。

　発達段階に応じた給食を提供し、栄養補給
と心身の健全育成を目指し、円滑な保育園の
給食運営を行う。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　アレルギー児の増加や、乳児枠拡大に伴う０歳児の入所増加により、今後もアレルギー食、離乳食等の個々に応じた
給食の正確な提供が必要となると思われる。また、別メニューの調理に伴う賄い材料費の増加や、野菜等の食材の不
足、費用の高騰など天候等に左右されない安定した仕入れの確保が必要となる。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

123,421113,751

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

120,281 114,659

103,933

####### #######

103,073 108,808

保育園児または給食担当職員

直営

給食担当者会の実施
給食担当者研修会の実施

給食担当者会の実施
給食担当者研修会の実施
給食用食器の更新
（東刈谷、かりがね保育園）

給食担当者会の実施
給食担当者研修会の実施
給食用食器の更新
（さくら、日高保育園）

給食担当者会の実施
給食担当者研修会の実施
給食用食器の更新
（慈友、双葉保育園）

　給食担当者研修会にて調理室内での衛生面等について講義を受けたことにより、調理員への意識向上したこと、また新
メニューへの取り入れを行った。給食担当者会では、昨年度からの反省や現在の状況に合わせて給食の提供ができるよ
うに努めた。

給食用食器の更新率 0％ 25％ 75％ 100％

近藤　亜耶

50％

####### 10,726###### 10,678#######14,613

1,812 1,903

0

0

125,324115,563

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

7 賃金 13,546,375 円

11 需用費 100,204,792 円

113,751,167 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

給食調理業務委託事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ１１ ～

　富士松南、富士松北、双葉、日高、東刈
谷、かりがねの６保育園の給食業務を委託す
る。

　給食調理業務は、尐人数職種で勤務体制を
編成しにくい状況のため、給食調理業務を委
託し経費等の効率化を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　アレルギー食や離乳食など細かい対応への依頼が増加していることから、今後もさらなる連携が必要となると思われ
る。また、受託者側の賃金の増加に伴う委託料の増加が見込まれる。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

46,10045,000

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

43,795 37,322

37,322 45,000 46,100

事業者

一部委託

給食調理業務委託
（富士松南、富士松北、双
葉、あおば、東刈谷、かりが
ね保育園）

給食調理業務委託
（富士松南、富士松北、双
葉、東刈谷、かりがね保育
園）

給食調理業務委託
（富士松南、富士松北、双
葉、日高、東刈谷、かりがね
保育園）

給食調理業務委託
（富士松南、富士松北、双
葉、日高、東刈谷、かりがね
保育園）

　平成２２年４月より日高保育園でも給食調理業務の委託を開始した。直営の場合は、急な体調不良や忌引き等による調
理員の欠員などに臨機応変な対応が必要となるが、委託の場合は確実な人員配置ができている。

給食業務の委託割合 66％ 62.5％ 75％ 75％

近藤　亜耶

75％

## 0###### 0 0

2,175 2,284

0

0

48,38447,175

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 44,999,640 円

44,999,640 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

######

会計名

款 目項

保育園管理事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　光熱水費、修繕料、各種の委託料、土地借
上料を支払い、円滑に保育園を維持管理す
る。

　公設公営保育園の円滑な維持管理を行うた
め、施設設備の保全に努め、保育園児の快適
な生活環境を維持する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　今後も園児の快適な生活環境を維持するよう努めていく必要があると思われる。また、平成２１年度途中からの乳児枠
拡大や保護者のニーズによる開園時間の延長によって、光熱水費や使用料及び賃借料の増加が見込まれる。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

52,25549,782

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

50,594 45,988

45,976

### ###

49,770 52,244

保育園児

一部委託

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に保育園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に保育園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に保育園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に保育園を維持管
理する。

　円滑に保育園を管理することができた。

近藤　亜耶

### 12###### 12 ### 11

3,624 3,807

56,06253,406

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 30,353,174 円

12 役務費 1,406,153 円

13 委託料 8,544,063 円

14 使用料及び賃借料 9,478,704 円

49,782,094 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

##########

会計名

款 目項

公立保育所管理運営委託事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ１７ ～

　通常保育及び、延長保育、休日保育、一時
保育の業務を委託する。

　おがきえ保育園とあおば保育園の管理運営
を指定管理者として、さまざまな保育ニーズ
に対応し保育環境の向上を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　市内認可保育園の中でも、おがきえ保育園、あおば保育園を希望する声は多くあることから、さらに指定管理による保
育園運営の増加検討が必要である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

309,251292,463

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

131,250 249,667

193,731

####### #######

219,859 223,801

市民

全部委託

おがきえ保育園 おがきえ保育園
あおば保育園

おがきえ保育園
あおば保育園

おがきえ保育園
あおば保育園

　延長保育、休日保育、一時保育など多くの保育サービスが実施できた。

おがきえ保育園保護者満足度 68.5% 72.6% 75% 78%

あおば保育園保護者満足度 53.0% 65.1% 68% 70%

河部　友紀

73.5%

####### 55,936###### 72,604#######85,450

1,812 1,903

0

0

311,154294,275

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 33,566 円

13 委託料 292,429,220 円

292,462,786 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

園庭除草事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 H21 ～

　緊急雇用対策の一環として、作業員を雇用
し、保育園敷地内の除草作業や側溝清掃作業
等を行う。

　保育園の除草作業や側溝清掃作業等により
園児や保護者、近隣の住民にとって快適な保
育環境を維持する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　作業に携われる日数が限られているので、作業日数の増加を図る。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

544517

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

#### ####

0 0

保育園児、保護者

直営

　　　　――――――

（商工課予算）
臨時職員2名雇用
7月～8月中旬（30日程度）

臨時職員2名雇用
7月～8月（40日程度）

（商工課予算）
臨時職員2名雇用
11月（20日程度）

臨時職員2名雇用
7月～9月中旬（40日）

　作業員を雇用し、除草等作業を行うことで、保育環境の向上を図ることができた。

臨時職員雇用延日数 － 60日 80日 120日

近藤　浩

120日

###### 517 #### 544

725 761

0

0

1,3051,242

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

7 賃金 516,800 円

516,800 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

給食衛生管理対策事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保育園調理室で使用する消毒液や手袋、マ
スク等の消耗品や厨房機器の老朽化により機
能が低下して支障をきたしている備品等を更
新する。

　保育園の給食調理業務及び給食配膳業務が
衛生的に行われるよう環境を改善し、園児に
対し、安全で衛生的な給食を提供するために
必要となる厨房機器の整備や配膳用物品等を
整備する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　日々の衛生対策の徹底によって食中毒等の発生を未然に防ぐことに努めているが、食数の増加による調理スペースの
確保や、アレルギー食、離乳食に対応する必要備品の増加が見込まれる。また、老朽化に伴う厨房機器の更新や時代に
合った調理機器の購入も随時必要と思われる。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

4,7004,302

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

5,347 4,018

4,018 4,302 4,700

保育園児

一部委託

食器消毒保管庫の更新
（東刈谷保育園）
炊飯器の更新
（さくら保育園）　　　　　　　　
包丁・まな板殺菌庫の更新
（富士松南保育園）　

回転釜の更新
（富士松北保育園）
食器消毒保管庫の更新
（さくら保育園）
皮むき機
（東刈谷保育園）

保存食用冷凍庫の更新
（富士松南保育園始め５園）
炊飯器の更新
（双葉保育園）
残留塩素計の更新
（富士松南保育園始め８園）

保存食用冷凍庫の更新
（慈友保育園始め３園）
食器消毒保管庫の更新
（慈友保育園）
包丁・まな板殺菌庫の更新
（かりがね保育園）
回転釜の更新
（富士松北、かりがね保育
園）

　計画に基づき、消耗品の購入や厨房機器の更新を行った。　

保存食用冷凍庫の更新率 0％ 0％ 100％ 100％

近藤　亜耶

62.5％

## 0###### 0 0

1,450 1,523

6,2235,752

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 2,599,210 円

18 備品購入費 1,703,100 円

4,302,310 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

園舎整備費

園舎改修事業

次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保育園の園舎は、昭和40年代後半から順次
建築されてきており、この事業は比較的大規
模に園舎等を改修をする事業である。
　老朽化により不便になった園舎や施設等を
改修したり、延命化のための予防的な保全を
行う。

　保育園の良好な保育環境の維持と施設の延
命化を図るため、保育施設を改修する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　園舎及び施設等の大規模な改修を予算計上しているが、施設等の老朽化により、改修箇所は増加してきている。今後
は、単年度に経費が集中しないよう、改修計画を策定する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

15,00024,471

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

14,082 12,599

12,599 24,471 15,000

保育園児、保護者

一部委託 刈谷市次世代育成支援行動計画

・双葉保育園空調設備改修
工事
・東刈谷保育園空調設備改
修工事

・富士松南保育園屋上防水
改修工事
・日高保育園屋上防水改修
工事

・さくら保育園屋上防水改修
工事
・富士松北保育園屋上防水
改修工事
・東刈谷保育園下水道接続
工事

・かりがね保育園外壁改修
工事

　老朽化による園舎及び施設等を改修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることが
できた。

屋上防水済園数（累積） 0園 2園 4園 5園

外壁改修済園数（累積） 0園 0園 0園 1園 3園

近藤　浩

4園

## 0###### 0 0

725 761

15,76125,196

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

15 工事請負費 24,471,300 円

24,471,300 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

園舎整備費

園舎補修事業

次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　老朽化により不便になった園舎や施設等を
補修したり、延命化のための予防的な修繕を
行う。

　保育園の良好な保育環境の維持と施設の延
命化を図るため、園舎及び施設等を補修す
る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　園舎改修事業ほど大規模ではない園舎や施設等の修繕の予算計上をしているが施設等の老朽化により、修繕箇所は
増加してきている。
単年度に経費が集中しないよう順次修繕計画を策定する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

2,5554,681

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

4,299 6,790

6,790 4,681 2,555

保育園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成行動支援計画

・畳取替修繕
・富士松北保育園他給食リ　
フト修繕

・畳取替修繕
・かりがね保育園テラス改　  
 修工事
・さくら保育園空調更新工事

・畳取替修繕
・富士松北保育園各所塗装　
修繕
・消防設備取替修繕

・畳取替修繕
・富士松南保育園給食室、　 
 便所床修繕
・消防設備取替修繕

　老朽化による園舎及び施設等を補修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることが
できた。

近藤　浩

## 0###### 0 0

725 761

3,3165,406

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 2,528,662 円

15 工事請負費 2,152,500 円

4,681,162 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

屋外施設整備費

屋外施設整備事業

次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　老朽化により不便になった屋外施設、遊具
等を改修したり、延命化のための予防的な保
全を行う。

　保育園の遊具等の安全性向上や施設の延命
化を図るため、屋外施設を整備する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　主に屋外の施設、外溝、園庭の遊具などの予算計上をしているが、遊具の塗装の劣化、木製総合遊具の腐食が進んで
きているので、今後、順次更新や修繕計画を立てていく必要がある。施設等の老朽化により、修繕箇所は増加してきてい
る。
　

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

3,30015,295

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

9,119 10,109

10,109 15,295 3,300

保育園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

・遊具修繕
・さくら保育園フェンス取替　 
 工事
・富士松南保育園大型遊具　
設置
・富士松北保育園大型遊具
　設置

・さくら保育園送迎用駐車場
　舗装工事
・慈友保育園園庭側溝改良　
工事
・富士松北保育園外周フェ　 
 ンス設置工事
・かりがね保育園ブランコ取
　替工事

・遊具修繕
・防草シート敷設工事

・遊具修繕
・日高保育園テラス改修工　 
 事
・かりがね保育園送迎用駐　
車場改修工事

　遊具点検により指摘をうけた、遊具の危険箇所等を修繕することにより、保育環境の安全性の向上に努めることができ
た。
　また、屋外施設も順次改修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることができた。

遊具更新済数（累積） 2基 3基 6基 8基

近藤　浩

5基

## 0###### 0 0

725 761

0

0

4,06116,020

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 1,887,900 円

15 工事請負費 13,407,450 円

15,295,350 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

設備整備費

備品整備事業

次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保育園の幼児用机や椅子等、消耗品や備品
の状況を確認しながら順次更新する。

　公設公営保育園8園の消耗品や備品の充実を
図り、保育環境の改善を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　平成21年度途中からの乳児枠拡大に伴い、当初見込んでいた備品では対応しきれず、必要備品の追加が必要となっ
た。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

3,7574,219

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

4,336 4,268

4,268 4,219 3,757

保育園児

直営

保育園屋外放送用ワイヤレ
スアンプの導入
（富士松南保育園始め9園）
幼児用机の更新
（さくら保育園始め4園）

地上デジタル放送テレビへ
の更新
（富士松南保育園始め8園）
スプリング遊具の購入
（富士松北保育園始め4園）Ａ
ＥＤパッドの更新
（富士松南保育園始め10園）

乳児用机の更新
（富士松北保育園）
幼児用机の更新
ダブルカーの購入
（双葉保育園始め3園）
ワンタッチテントの購入
（東刈谷保育園）

ＡＥＤ用パッドの更新
ＡＥＤ用バッテリーの更新
（富士松南保育園始め10園）
折りたたみテーブルの購入
（富士松北保育園）　　　　　
幼児用机の更新
（富士松南保育園始め8園）
幼児用椅子の更新
（富士松南保育園始め8園）

　保育ニーズにあった備品や、老朽化した備品を順次更新した。

近藤　亜耶

## 0###### 0 0

725 761

0

4,5184,944

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 1,509,287 円

18 備品購入費 2,709,490 円

4,218,777 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

図書充実事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保育園で、老朽化した絵本の更新、新刊絵
本を購入する。

　保育園児を対象とする図書類を充実させ、
図書を活用した保育及び保護者への貸出しを
通じて園児がより多くの図書と触れ合うこと
で図書への興味や情操が高まるようにする。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　日々園児が図書で触れ合うため、劣化が必然となるが、今後も補修できるものは行ったり、新刉絵本の購入を行うこと
によって、園児の情操が高まるようにしていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

640800

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

626 549

549 800 640

保育園児

直園

保育図書（絵本類）の購入 保育図書（絵本類）の購入 保育図書（絵本類）の購入 保育図書（絵本類）の購入

　図書類の購入により、時代に沿った情報を得たり、園児が多くの図書と触れ合うことができた。また、現在保育園にある
本も補修することによって物を大切に取り扱うことや、本の貸出しによってみんなで共有していること、期日等のルールを
守ることを学ぶことができた。

近藤　亜耶

## 0###### 0 0

362 381

0

0

1,0211,162

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 799,778 円

799,778 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

園児観劇事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保育園児を対象にした人形劇を各保育園で
上演する。

　園児に観劇等を鑑賞させることにより、豊
かな感性を培うとともに心豊かな子どもを育
てる。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　情操教育の効果が大きいが、新たな魅力をもった内容を検討する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

677613

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

737 597

597 613 677

保育園児

全部委託

人形劇上演　　　　　　　　　
（富士松南保育園始め９園）

人形劇上演　　　　　　　　　
（富士松南保育園始め８園）

人形劇上演　　　　　　　　　
（富士松南保育園始め８園）

人形劇上演　　　　　　　　　
（富士松南保育園始め８園）

　毎年新しい上演作品を選択し、各保育園で上演を行った。

人形劇の上演園数 9回 8回 8回 8回

近藤　亜耶

8回

## 0###### 0 0

362 381

1,058975

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 613,200 円

613,200 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

保育園スポーツ教室開催事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 H19 ～

　保育園にサッカー選手や指導者が訪問指導
し、サッカーの楽しさや、サッカーを通じて
いろいろなルールを学びながら体を動かす楽
しさを体験する。

　サッカー選手の訪問指導により、スポーツ
のルールを学びながら、体を動かす楽しさを
体験する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　プロの指導員を通してサッカーの楽しさ、おもしろさが味わえ成果が大きいので、年間を通しての回数増を図る。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

500500

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

500 500

500 500 500

保育園児

全部委託

サッカー教室開催　　　　　　
（富士松南保育園始め10園）

サッカー教室開催　　　　　　
（富士松南保育園始め10園）

サッカー教室開催　　　　　　
（富士松南保育園始め10園）

サッカー教室開催　　　　　　
（富士松南保育園始め10園）

　サッカー教室や指導者による園児が楽しめるメニューにより、体を動かす楽しさを体験することができた。

サッカー教室の開催数 1回 1回 1回 2回

近藤　亜耶

1回

## 0###### 0 0

725 761

0

0

1,2611,225

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 500,000 円

500,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

######

会計名

款 目項

保育所広域入所事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　里帰り出産により、希望する他市町村の保
育園に入所を依頼し、広域入所委託契約す
る。

　出産による里帰りで他市町村の保育所に入
園を希望する児童のため、市外での広域入所
を実施し、保育を必要とする児童の福祉の増
進を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　平成21年度は委託件数が1件だったが、今年度は既に3件委託済みで、更に2件委託予定と増加傾向にある。反面、受
入に関しては仮に他市町村から相談があっても3歳未満時では受入が難しい状況にあることも課題である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

2,3121,234

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

474 265

183

#### ####

698 1,490

市民

全部委託

相談件数　6件　　　　　　　
（委託　3件／受託　3件）

相談件数　1件　　　　　　　
（委託　1件／受託　0件）

相談件数　6件　　　　　　　
（委託　6件／受託　0件）

相談件数　6件

　平成22年度は全部で6件の広域入所相談があった。相手先の保育園が受託可能な環境にあったため、相談があった6件
全て案内することができた。

河部　友紀

### 82###### 536 #### 822

1,450 1,523

3,8352,684

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 1,234,450 円

1,234,450 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

保育カウンセラー事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 H19 ～

　保育カウンセラーが市内全保育園を年4～5
回巡回し、発達障害や子どもの育児に悩む保
護者や保育士等の相談に対応する。

　臨床心理士が、保育カウンセラーとして保
護者等の子育てに関する相談について、専門
的な立場から指導を行い、育児不安を解消し
たり、保育士の保育指導に生かし育児支援を
行う。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　臨床心理士から専門的立場で子どもを見てもらえるため、保育指導への効果が大きく、保護者への相談に柔軟に対応
しているが、相談希望者が増加し、継続的観察回数を増やす必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,3201,298

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

792 710

710

##

1,298 1,320

保育園保育士

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

次世代育成対策推進法

・訪問回数　32回
・相談件数　107件

・訪問回数　32回
・相談件数　113件

・訪問回数　43回
・相談件数　181件

・訪問回数　43回
・相談件数　185件

　年々、気になる子や障害児は増えており、カウンセリングを受けることで、保育指導の充実は図れている。
22年度からは予算が増えたことで、実施回数も増え、継続観察の必要な子に時間をかけて指導がもらえている。

年間訪問回数 32回 32回 43回 60回

　近隣市においても、臨床心理士等に指導を仰ぎ実施しているが、回数や時間数はばらつきがある。今後もよ
り一層の充実を図る必要がある。

森　里美

43回

## 0###### 0 ## 0

1,450 1,523

2,8432,748

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 1,298,000 円

1,298,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

外国人園児等支援事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　通訳者を拠点保育園に配置し、各保育園を
巡回しながら、日本語が理解出来ない園児や
保護者と保育士との間を通訳する。

　日本語の理解できない外国人園児や保護者
に対し通訳を巡回させ、保育園での相談等に
応じ、安定した保育園生活が送れる環境を整
える。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　会話の理解、手紙の翻訳等を通して安定した園生活が送れるため効果が大きいが、今後は多国籍語の通訳者が必要
となっている。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,000753

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

988 998

998 753 1,000

保育園児保護者

直営

訪問回数　月20回
　　　　　　　午前3Hあるいは
　　　　　　　午後4Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　年間　716回

訪問回数　月20回
　　　　　　　午前3Hあるいは
　　　　　　　午後4Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　年間　723回

訪問回数　月20回
　　　　　　　午前3Hあるいは
　　　　　　　午後4Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　年間　546回

訪問回数　月20回
　　　　　　　午前3Hあるいは
　　　　　　　午後4Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　年間　730回

　日本語が通じない園児と母国語で会話したり、保護者に園での子どもの様子を伝えたりすることで、安定した園生活が送
れるようになった。また、手紙や子どもの記録を翻訳して保護者に渡すことで園生活の理解につながった。

訪問回数 716回 723回 730回 960回

森　里美

546回

## 0###### 0 0

725 761

1,7611,478

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 753,480 円

753,480 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#####

会計名

款 目項

一時保育事業 次世代育成部

子ども課

3 2 3

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　最大月14日を限度に一時的な保育サービス
を行う。
対象　生後6か月以上小学校入学前
費用　3歳未満児　日額2,000円
　　　3歳以上児　日額1,000円

　保護者が出産、疾病や事故等の緊急で一時
的に保育できない場合に、児童を預かり子育
て家庭を支援する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　おがきえ保育園、あおば保育園の一時保育が定員いっぱいで受入ができない場合の定員の増加が課題である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,07728

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

9

0

### ####

0 828

市民

全部委託

申請理由別利用者数
緊急　408人
非定型　495人
私的　1,283人

申請理由別利用者数
緊急　442人
非定型　1,027人
私的　2,049人

申請理由別利用者数
緊急　431人
非定型　1,160人
私的　2,145人

申請理由別利用者数
緊急　500人
非定型　1,200人
私的　2,500人

　申請理由を明確にすることで、利用者ニーズに対応することができた。
　

定員 10人/日 20人/日 20人/日 24人/日

河部　友紀

20人/日

## 9###### 28 #### 249

1,087 1,142

2,2191,115

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 28,392 円

28,392 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

私立幼稚園保育料補助事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　私立幼稚園就園奨励費補助の対象とならな
い保護者に保育料の一部を補助する。

　公私立幼稚園間における保育料の格差是正
を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　対象者を的確に把握し執行しているが、海外勤務対象者の増加に伴い、システム以外での正確な処理が必要となって
いる。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

5,5975,108

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

7,654 7,282

7,282 5,108 5,597

私立幼稚園児の保護者

直営

私立幼稚園就園奨励費補助
の対象とならなかった保護者
に保育料の一部を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　
年26,400円/園児一人あたり

私立幼稚園就園奨励費補助
の対象とならなかった保護者
に保育料の一部を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　
年26,400円/園児一人あたり

私立幼稚園就園奨励費補助
の対象とならなかった保護者
に保育料の一部を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　
年26,400円/園児一人あたり

私立幼稚園就園奨励費補助
の対象とならなかった保護者
に保育料の一部を補助す
る。　　　　　　　　　　　　　　
年26,400円/園児一人あたり

　私立幼稚園就園奨励費補助の対象とならなかった保護者に補助し、公立幼稚園との保育料の格差是正を図ることがで
きた。

岡田　さおり

# 0###### 0 0

1,087 1,142

6,7396,195

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

19 負担金、補助及び
交付金

5,108,400 円

5,108,400 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

幼稚園給食実施事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 H11 ～

　幼稚園給食実施に伴う、臨時配膳パートの
雇用、給食用消耗品の購入、細菌検査及びダ
ムウェターの保守管理等を行う。

　消耗品の購入、設備保守管理委託等を行い
安全な幼稚園給食提供を行う。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　アレルギーのある幼児への留意や対応に心がけていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

16,66415,662

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

14,218 15,359

15,359 15,662 16,664

幼稚園

直営、一部委

ダムウェーターの定期検査
の実施
安全衛生に留意したマニュア
ルのもとに実施
職員の細菌検査
（月1回実施）

ダムウェーターの定期検査
の実施
安全衛生に留意したマニュア
ルのもとに実施
職員の細菌検査
（月1回実施）

ダムウェーターの定期検査
の実施
安全衛生に留意したマニュア
ルのもとに実施
職員の細菌検査
（月1回実施）

ダムウェーターの定期検査
の実施
安全衛生に留意したマニュア
ルのもとに実施
職員の細菌検査
（月1回実施）
　　　　　　　　　　　　　
牛乳アレルギーへの対応

　給食事業に必要な消耗品の購入や衛生に留意した設備の管理等をし、安全な給食が提供できている。　
　マニュアルの見直しを毎年行い、常に、安全安心な給食が提供できている。

久田　佳子

# 0###### 0 0

362 381

17,04516,024

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

7 賃金 10,577,400 円

11 需用費 1,496,893 円

12 役務費 2,414,034 円

13 委託料 1,173,480 円

15,661,807 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

幼稚園教育調査研究事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　現職教育計画や幼稚園研究紀要を作成した
り、保育研究を充実させ、指導資料の整備を
する。

　幼児教育の推進のため、研究主題の深化・
拡充を図り、保育研究の充実と指導資料の整
備に努める。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　幼児期からの教育の重要性が言われている中、保育の充実に向けて、さらに研究を積み重ねていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

530530

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

530 530

幼稚園教諭

直営

研究予備指定園　
重原幼稚園、富士松北幼稚
園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究指定園　
朝日幼稚園、衣浦幼稚園

10.1.3の科目で実施

研究予備指定園　　
住吉幼稚園、富士松南幼稚
園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究指定園　
重原幼稚園、富士松北幼稚
園

10.1.3の科目で実施

研究予備指定園　　
小垣江東幼稚園、双葉幼稚
園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究指定園
住吉幼稚園、富士松南幼稚
園

研究予備指定園　
井ヶ谷幼稚園、かりがね幼
稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究指定園
小垣江東幼稚園、双葉幼稚
園

　研究発表会を年2回実施し、保育を見て学ぶ機会となった。また、公開保育や協議会を通して、環境や教師の援助につ
いて考えを深めることができ、教育の資質向上へと結びつくことができた。
　幼稚園教育における課題を研究し、各幼稚園に研究成果を発表することにより、刈谷市の幼児教育の推進につながって
いる。

研究発表開催園数 2園 2園 2園 2園

久田　佳子

2園

###### 0 0

362 381

911892

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 530,000 円

530,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

幼稚園教職員研修事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　各種研修会を開催するとともに、県・外郭
団体が行う研修会に参加する。
○各種研修会
　・保育指導研修
　・保育技術向上研修
　・園長、主任研修
○研修旅費
　・先進幼稚園訪問
　・研究大会
　・10年経験者研修会
　・新採用教員研修会　等

　研修会の開催及び各種の幼児教育研修会に
参加することで、専門知識や保育技術等を習
得する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　研修会や先進幼稚園の訪問により、専門的知識・技術の習得に効果をあげており、16幼稚園での研修結果の共有に努
力しているが、日々の保育充実には直結できていない面もある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,089798

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

798 1,089

幼稚園教諭

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

次世代育成対策推進法

・県研修　25日　121人
・市研修　26日　630人

※10.1.3の科目で実施

・県研修　25日　191人
・市研修　26日　664人
・先進地研修　5県　39人

※10.1.3の科目で実施

・県研修　26日　160人
・市研修　33日　743人
・先進地研修　6県　13人

・県研修　27日　230人
・市研修　33日　752人
・先進地研修　7県　70人

　多くの教諭が研修において学ぶ機会が増えた。
　主任研修会の回数の増加、幼稚園保育園合同研修会を設け相互理解を深めた。

学年主任研修会の充実 1回 1回 1回 3回

久田　佳子

1回

###### 0 0

1,450 1,523

2,6122,248

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 217,000 円

9 旅費 481,210 円

13 委託料 49,980 円

19 負担金、補助及び
交付金

50,000 円

798,190 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

##########

会計名

款 目項

幼稚園管理事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　光熱水費、修繕料、各種の委託料、土地借
上料等を支払い、円滑に幼稚園を維持管理す
る。

　幼稚園の円滑な維持管理を行うため、施設
整備の保全に努め、幼稚園児の快適な生活環
境を維持する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　樹木の高木化による剪定委託料、施設・設備の老朽化による修繕料の増加が予想され、幼稚園を管理するための予算
の増額が必要である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

41,83937,861

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

38,012 37,037

0

####### #######

0 0

公立幼稚園

直営

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に幼稚園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に幼稚園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に幼稚園を維持管
理した。

光熱水費、修繕料、各種の
委託料、土地借上料を支払
い、円滑に幼稚園を維持管
理する。

　円滑に幼稚園を維持管理することができた。

岡田　さおり

####### 37,037###### 37,861#######41,839

2,899 3,045

44,88440,760

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 24,601,014 円

12 役務費 2,684,795 円

13 委託料 8,179,557 円

14 使用料及び賃借料 2,395,689 円

37,861,055 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

園舎整備費

園舎改修事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　幼稚園の園舎は、昭和40年代前半から順次
建築されてきており、この事業は比較的大規
模に園舎等を改修する事業である。
　老朽化により不便になった園舎や施設等を
改修したり、延命化のための予防的な保全を
行う。

　幼稚園の良好な保育環境の維持と施設の延
命化を図るため、施設を改修する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　大規模な園舎及び施設等の改修を予算計上しているが、単年度に経費が集中しないよう順次改修計画を立てていく必
要がある。施設等の老朽化により、改修箇所は増加してきている。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

10,50011,103

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

33,427 36,837

36,837 11,103 10,500

幼稚園児、保護者

一部委託 刈谷市次世代育成支援行動計画

・東刈谷幼稚園他便器洋式
化工事
・平成幼稚園他外壁改修工
事

・刈谷幼稚園他外壁改修工
事
・平成幼稚園遊戯室火災被
害復旧工事

・刈谷幼稚園他便器洋式化
工事
・日高幼稚園保育室床改修
工事
・平成幼稚園屋根塗装工事
・双葉幼稚園各所塗装工事

・衣浦幼稚園他網戸設置工
事
・双葉幼稚園建具改修工事

　老朽化による園舎及び施設等を改修することにより、保育環境の改善を図ることができた。

網戸設置済園数（累積） 0園 0園 3園 9園

近藤　浩

0園

# 0###### 0 0

725 761

11,26111,828

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

15 工事請負費 11,102,700 円

11,102,700 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

園舎整備費

園舎補修事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　老朽化により不便になった園舎や施設等を
補修したり、延命化のための予防的な修繕を
行う。

　保育園の良好な保育環境の維持と施設の延
命化を図るため、園舎及び施設等を補修す
る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　園舎改修事業ほど大規模ではない園舎や施設等の修繕の計上をしているが、施設等の老朽化により、修繕箇所は増
加してきている。単年度に経費が集中しないよう順次修繕計画を立てていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,0001,302

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

4,715 1,880

1,880 1,302 1,000

幼稚園児、保護者

直営 刈谷市次世育成行動支援計画

・雤漏り修繕
・園舎塗装修繕

・双葉幼稚園テラス修繕
・小垣江幼稚園他1園テラス
　床修繕

・かりがね幼稚園防火シャッ
　ター修繕
・重原幼稚園テラス手摺等　 
 塗装修繕

・双葉幼稚園遊戯棟渡り廊　
下修繕
・刈谷幼稚園トイレブース修
　繕
・衣浦幼稚園舞台装置修繕

　老朽化による園舎及び施設等を改修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることが
できた。

近藤　浩

# 0###### 0 0

725 761

1,7612,027

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 1,302,000 円

1,302,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

屋外施設整備費

屋外環境整備事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　老朽化により不便になった屋外施設、遊具
等を改修したり、延命化のための予防的な保
全を行う。

 幼稚園の遊具等の安全性向上や施設の延命化
を図るため、屋外施設を整備する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　屋外の施設、外溝、園庭の遊具などの予算計上をしているが、遊具の塗装の劣化、木製総合遊具の腐食が進んできて
いるので、今後、順次更新や修繕計画を立てていく必要がある。施設等の老朽化により、修繕箇所は増加してきている。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

2,3001,817

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

2,350 5,849

5,849 1,817 2,300

幼稚園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

・遊具修繕
・セーフティーマット設置
・富士松北幼稚園園庭修繕

・遊具修繕
・井ヶ谷幼稚園フェンス等修
　繕

・遊具修繕
・住吉幼稚園遊具塗装修繕

・遊具修繕
・セーフティーマット設置

　遊具点検により指摘をうけた、遊具の危険箇所等を修繕することにより、保育環境の安全性の向上に努めることができ
た。
　また、屋外施設も順次改修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることができた。

遊具更新済数（累積） 0基 0基 1基 3基

近藤　浩

0基

# 0###### 0 0

725 761

3,0612,542

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 1,817,130 円

1,817,130 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

屋外施設整備費

園庭整備事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　園庭や屋外施設を改修したり、延命化のた
めの予防的な保全を行う。

  幼稚園の良好な保育環境の維持図るため、
園庭の整備を行う。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　木製総合遊具の腐食が進んできているので、今後、更新計画を策定する必要がある。施設等の老朽化により、改修箇
所は増加してきている。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,6003,570

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

3,025 1,842

1,842 3,570 1,600

幼稚園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

・重原幼稚園他2園動物小　 
 屋改修工事

・住吉幼稚園動物小屋改修　
工事
・小垣江東幼稚園動物小屋　
改修工事

・衣浦幼稚園園庭整備工事 ・小垣江幼稚園職員駐車場　
整備工事
・小高原幼稚園スチール物　
置取替工事

　園庭や屋外施設等を改修したり、予防的に保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることができた。

大型総合遊具更新済数（累積） 0基 0基 0基 1基

近藤　浩

0基

# 0###### 0 0

725 761

2,3614,295

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

15 工事請負費 3,570,000 円

3,570,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

設備整備費

設備等改修事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　老朽化により不便になった設備を改修した
り、延命化のための保全を行う。

  幼稚園の良好な保育環境を維持と施設の延
命化を図るため、幼稚園設備を改修する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　幼稚園施設の設備改修の予算計上しているが、ガス管、給水管、冷暖房設備などの老朽化により修繕箇所は増加して
きている。今後は、単年度に経費が集中しないよう、更新計画を策定する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

21,2943,081

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

24,987 7,289

7,289 3,081 21,294

幼稚園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

・刈谷幼稚園他15園外部温　
水シャワー設置工事
・住吉幼稚園ガス管入替工　
事

・東刈谷幼稚園他１園ガス　 
 管入替工事
・小垣江東幼稚園給水管改　
修工事
・平成幼稚園空調機取替工　
事

・小高原幼稚園ガス管改修　
工事
・小垣江幼稚園２階給水管　
改修工事

・朝日幼稚園浄化槽修繕
・衣浦幼稚園給水引込管改　
修工事
・富士松北幼稚園下水道切　
替工事
・監視カメラ設備改修

　老朽化による幼稚園設備を改修したり、予防的に施設を保全したことに伴い、良好な保育環境の改善を図ることができ
た。

近藤　浩

# 0###### 0 0

725 761

22,0553,806

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

15 工事請負費 3,080,700 円

3,080,700 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

設備整備費

設備等補修事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

幼稚園・保育園の整備・充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　消防設備、ガス設備等の設備修繕を行う。　幼稚園の良好な保育環境を維持と施設の延
命化を図るため、幼稚園設備を修繕する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　幼稚園施設の設備補修を予算計上しているが、設備の老朽化により修繕箇所は増加している。消火器、ガス調整器な
ど対応年数があるものは期間を考慮して更新していく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

2,0001,261

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

1,379 1,645

1,645 1,261 2,000

幼稚園児、保護者

直営 刈谷市次世代育成行動支援計画

・消防設備修繕
・照明設備取替修繕
・浄化槽修繕

・消防設備修繕
・富士松北幼稚園浄化槽修　
繕

・消防設備修繕
・双葉幼稚園ガス供給設備　
修繕
・地震対策棚等固定

・消防設備修繕
・ガス漏れ警報器取替修繕
・AEDパッド、バッテリー取替
　

　消防設備やガス設備等の設備を修繕することにより、保育環境の安全性の向上を図ることができた。

近藤　浩

# 0###### 0 0

725 761

2,7611,986

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 1,260,945 円

1,260,945 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

設備整備費

備品等整備事業

次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　幼稚園の幼児用机等や老朽化した備品等の
状況を確認しながら順次更新する。

　幼稚園の消耗品と管理用備品を購入し、教
育環境の改善を図る。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　保育ニーズにあった備品や、老朽化した備品の更新などの備品整備が必要である。
　また、老朽化した備品を計画的に更新していく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

4,8005,640

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

5,640 4,800

幼稚園

直営

幼稚園の幼児用机等や老朽
化した備品等を更新した。

幼稚園の幼児用机等や老朽
化した備品等を更新した。

幼稚園の幼児用机等や老朽
化した備品等を更新した。

幼稚園の幼児用机等や老朽
化した備品等を更新した。

　順次老朽化したものを更新したことによって、円滑に保育環境を維持管理することができた。

岡田　さおり

###### 0 0

1,087 1,142

5,9426,727

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 2,066,066 円

18 備品購入費 3,573,760 円

5,639,826 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

図書充実事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　幼稚園で老朽化した絵本の更新、新刊絵本
を購入する。

　幼稚園児を対象とする図書類を充実させ、
図書を活用した保育及び保護者への貸出しを
通じて園児がより多くの図書と触れ合うこと
で図書への興味や情操が高まるようにする。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　日々園児が図書で触れ合うため、劣化が必然となるが、今後も補修できるものは行ったり、新刉絵本の購入を行うこと
によって、園児の情操が高まるようにしていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

2,1602,156

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

2,874

2,874 2,156 2,160

幼稚園児

直営

老朽化した絵本を更新し、新
刉の絵本を購入した。

老朽化した絵本を更新し、新
刉の絵本を購入した。

老朽化した絵本を更新し、新
刉の絵本を購入した。

老朽化した絵本を更新し、新
刉の絵本を購入する。

　図書類の購入により、時代に沿った情報を得たり、園児が多くの図書と触れ合うことができた。また、現在幼稚園にある
本も補修することによって物を大切に取り扱うことや、本の貸出しによってみんなで共有していること、期日等のルールを
守ることを学ぶことができた。

岡田　さおり

# 0###### 0 0

362 381

2,5412,518

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 2,156,325 円

2,156,325 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

幼稚園教材研究事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　教材の開発研究、保育環境の見直し、教師
の資質向上に関する研究を行う。

　教師の指導技術や教材等を開発研究するこ
とによって、幼児に豊かな体験をもたらし、
好奇心や探求心の育成に資する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　教師の資質向上につながるように、計画的にかつ、内容をよく検討して事業を実施する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

400397

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

397 400

幼稚園職員

直営

実施事業回数　48回

10.1.3の科目で実施

実施事業回数　38回

10.1.3の科目で実施

実施事業回数　45回 実施事業回数　48回

　新しい教材教具の開発や指導技術を高めることができており、具体的な現場での指導により、次の日の保育に生かすこ
とができた。

教材研究事業の回数 48回 38回 48回 55回

三輪　美千代

45回

###### 0 0

725 761

1,1611,122

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 397,376 円

397,376 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

ほのぼのルーム設置事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ12 ～

　未就園児を含めた親子を対象に支援する。
　・子育て相談活動
　・親子の遊びの紹介
　・未就園児への遊びの提供
　・「ほのぼのだより」等の子育て資料作成

　　園開設期日： 各園2日
　　相談員等　： 指導員1名

　幼稚園が地域の幼児教育センターとして、
施設及び機能の一部を地域に開放し、未就園
児を含めた親子を対象に、積極的な子育て支
援する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　幼稚園での遊びの体験や子育ての相談を充実させ地域のニーズに対応し、利用者数を増加させるよう内容を工夫する
必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,2691,256

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

##

1,256 1,269

幼稚園

直営

全幼稚園16園で実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5月から3月までの22回実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　6,043人

10.1.3の科目で実施

全幼稚園16園で実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5月から3月までの22回実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5,642人

10.1.3の科目で実施

全幼稚園16園で実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5月から3月までの22回実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5,680人

全幼稚園16園で実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5月から3月までの22回実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5,700人

　参加者からは、「幼稚園の雰囲気や園児の生活の様子がわかった」「母親同士の会話が楽しく、友達もできた」「子育て
の情報が得られた」「ふれあい遊びや手遊びを知ることができた」などの声があり、幼稚園での遊びの体験や子育ての相
談に成果をあげている。

利用者人数 6,043人 5,642人 5,700人 6,000人

三輪　美千代

5,680人

###### 0 ## 0

725 761

2,0301,981

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 1,096,200 円

11 需用費 159,984 円

1,256,184 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

預かり保育実施事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ16 ～

　出産、傷病及び障害がある親族を看護、介
護している保護者や緊急な事情で預かり保育
を必要とする者に対して幼稚園で預かり保育
をする　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施日
　保育が行われる日並びに長期休中の夏休
み、冬休み、春休み（３月末日まで）の平日
に行う。
　但し、お盆・年末年始は除く。

　通常の保育終了後または長期休業時に、預
かり保育を希望する保護者の在園児を預かり
保育をすることにより、保護者の子育て支援
をする。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　保護者のニーズに応えているが、今後も就労する母親への対応について把握する必要がある。23年度9月より試行的
に就労条件を加えて3園で実施するが、今後条件等について検討する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

800799

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

#### ####

434 361

幼稚園職員、幼稚園に通う保護者

直営

利用人数　　1,971人

10.1.3の科目で実施

利用人数　　1,799人

10.1.3の科目で実施

利用人数　　1,825人 利用人数　2,000人

　母親の通院、祖父母の看護、兄弟の予防接種、学校行事への参加など、保育時間終了後、緊急時に支援が必要な保
護者のニーズに応えることができた。

利用条件の緩和（就労を可能とする） 0園 0園 3園 16園

就労を条件に加えている市・・豊田市、碧南市、西尾市

三輪　美千代

0園

###### 365 #### 439

2,537 2,665

0

0

3,4653,336

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

11 需用費 799,465 円

799,465 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

地域に開かれた幼稚園づくり推進事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　保護者に対する教育相談
・幼児教育に関す
る各種講座の開催する。

　尐子化や子育てを巡る様々な問題に対し、
地域の幼児教育のセンター的役割を果たすこ
とによって地域全体の教育の向上に資する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　尐子化、核家族の増加により、子育ての情報が入りにくいことに対して、幼稚園が幼児教育のセンター的役割をより積
極的に果たし、地域社会の教育力向上に努めていく必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

768754

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

754 768

幼稚園、保護者、地域の方

直営

46講座実施　　　　　　　　　　
延べ参加人数　3,609人

10.1.3の科目で実施

50講座実施　　　　　　　　　　
延べ参加人数　　3,662人

10.1.3の科目で実施

48講座実施　　　　　　　　　　
延べ参加人数　　3,985人

48講座実施　　　　　　　　　　
延べ参加人数　　4,000人

　地域の実情や地域の子育て家庭を含む保護者のニーズに応え、親子のふれあい遊びや子育て相談、子育て講座など
の内容を十分検討したことにより、幼児をもつ保護者の不安の解消や情報提供につながった。

講座回数 46回 50回 48回 50回

延べ人数 3,609人 3,662人 3,985人 4,000人 4,200人

三輪　美千代

48回

###### 0 0

1,087 1,142

1,9101,841

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 690,000 円

11 需用費 63,920 円

753,920 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

園児観劇事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 不明 ～

　幼稚園で人形劇の鑑賞をする。　園児に観劇等を鑑賞させることにより、豊
かな感性を培うとともに心豊かな子どもを育
てる。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　情操教育の効果が大きいが、新たな魅力を持った内容を検討する必要がある。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,6071,625

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

1,625 1,607

幼稚園　園児

委託

全16幼稚園にて、むすび座
による公演を年1回行った。

10.1.3の科目で実施

全16幼稚園にて、むすび座
による公演を年1回行った。

10.1.3の科目で実施

全16幼稚園にて、むすび座
による公演を年1回行った。

全16幼稚園にて、むすび座
による公演を年1回行う。

　専門家の人形劇により、園児の情操を育てることができた。

実施回数 1回 1回 1回 1回

三輪　美千代

1回

###### 0 0

725 761

2,3682,350

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 1,625,400 円

1,625,400 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

保育カウンセラー事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ19 ～

　臨床心理士の巡回指導を各幼稚園で年4～5
回開催し、発達障害や子どもの育児に悩む保
護者や教諭等の相談に対応する。

　臨床心理士が、保育カウンセラーとして保
護者等の子育てに関する相談について、専門
的な立場から指導を行い、育児不安を解消し
たり、保育士の保育指導に活かし育児支援を
行う。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　子育てに手がかかる子どもの対応に専門的な見地から相談に応じてもらえ、保護者から喜ばれている。幼稚園での具
体的な場面での対応の指導は、非常に効果が上がっているが、相談したい対象園児の増加により、十分な時間がない状
況である。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

1,8921,892

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

##

1,892 1,892

保護者　幼稚園教諭

直営 刈谷市次世代育成支援行動計画

次世代育成対策推進法

・訪問回数　60回
・相談件数　211件

※10.1.3の科目で実施

・訪問回数　56回
・相談件数　202件

※21年度まで10.1.3（教育指
導費）で実施

・訪問回数　67回
・相談件数　228件

・訪問回数　68回
・相談件数　231件

　1日あたり4時間から5時間になったことで、相談件数が増えたり、1事例について、ゆっくりと充実した検討会になった。

年間訪問回数 60回 56回 68回 80回

　近隣市においても、臨床心理士等に指導を仰ぎ実施しているが、回数や時間数はばらつきがある。今後もよ
り一層の充実を図る必要がある。

久田　佳子

67回

###### 0 ## 0

1,450 1,523

3,4153,342

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

8 報償費 1,892,000 円

1,892,000 円合計



第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

####

会計名

款 目項

幼稚園スポーツ教室開催事業 次世代育成部

子ども課

10 4 1

福祉安全

次世代育成・子育て支援

保育・幼児教育の充実

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ20 ～

  幼稚園にサッカー選手や指導者が訪問指導
し、サッカーの楽しさや、サッカーを通じて
いろいろなルールを学びながら体を動かす楽
しさを体験する。

　サッカー選手の訪問指導により、スポーツ
のルールを学びながら、体を動かす楽しさを
体験する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　プロの指導員を通してサッカーの楽しさ、おもしろさが味わえ成果が大きいので、年間を通しての回数増を図る。

指標名称
実績値

年度20 年度21 年度22 23 25年度 年度

目標値

他市との比較検証

総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度

事業費

職員人件費

800800

特定財源

一般財源

事業費内訳

（できなか
ったこと）

建
設
事
業

全 体 事 業 費

根拠法令

財
源

22 年度迄の累積事業費

24年度以降の事業費見込

備考（補助名称等）

平成22年度

A

事

業

概

要

P
　
　
　
L
　
　
　
A
　
　
　
N

D
　
　
O

単位：千円

位
置
づ
け

C

事

業

コ

ス

ト

（決算） （決算） （決算） （予算）

B

事

業

実

績

担当課

担当部

作成者

800 800

幼稚園児

委託

サッカー教室開催　　　　　　
（刈谷幼稚園始め16園）

サッカー教室開催　　　　　　
（刈谷幼稚園始め16園）

サッカー教室開催　　　　　　
（刈谷幼稚園始め16園）

サッカー教室開催　　　　　　
（刈谷幼稚園始め16園）

　サッカー教室や指導者による園児が楽しめるメニューにより、体を動かす楽しさを体験することができた。

サッカー教室開催回数（1園あたり） 1回 1回 1回 １回

岡田　さおり

1回

###### 0 0

362 381

0

0

1,1811,162

一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 宮田　俊哉

目

的

主
た
る
内
容

13 委託料 800,000 円

800,000 円合計




